
 
【技術分類】１３－２－２ 自動車ブレーキシステム／常用ブレーキ／エア／液圧複合式 
【 ＦＩ 】B60T 13/40 
【技術名称】１３－２－２－１ エア／液圧複合式ブレーキシステム 
 
【技術内容】 
 エア／液圧複合式ブレーキ（エアオーバハイドロリック）は軽い踏力で大きな制動力が得られるた

め、大型トラックやバスに用いられ、一般にはエアブレーキとよばれている。パワー源は空気圧であ

るが、液圧に変換して各ホイールシリンダに供給している。液圧に変換する理由は、大型車のため各

輪の間が離れており、空気圧を直接ホイールシリンダに持っていくと、空気の圧縮性により遠くの車

輪の作動が遅れるためである。 
下図はブレーキの構成を示したもので、エアコンプレッサで発生させた空気圧（正圧）はエアタン

クに貯められる。ブレーキペダルを踏むとブレーキバルブが作動し、踏力に応じた空気圧がフロント

とリヤの制動倍力装置に導かれる。ここでブレーキ液圧に変換されて、各輪のホイールシリンダに作

動し制動作用を行う。 
 すなわちエア／液圧複合式ブレーキでは、初動装置は液圧式ブレーキのマスタシリンダにあたるブ

レーキバルブと、エアコンプレッサから制動倍力装置までの空気圧システムということになる。伝達

装置および制動装置は基本的に液圧ブレーキと同じである。 
 
【図】 エア／液圧複合式ブレーキの構成 
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